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■
■
■
■

工場にてインサートを埋込んだブロックとKCパ
ネルを現地にてセパレーターを介して連結する工
法です。裏型枠の組みばらし工程が省略され飛
躍的に工程が短縮されます。

■
■
■
■
■

従来の積みブロックの額面・控長を大型化し、
前壁に勾配（1：0.5）を付けている為、製品を
水平に据付けるだけで簡単に所定の勾配に築造
できます。

■
■
■
■
■

製品を１段毎に積み上げ、胴込（裏込）工を施し
所定の高さ迄築造する大型ブロック積擁壁です。

■
■
■
■

胴込・裏込のコンクリートの打設圧力はセパレー
ターをブロックと専用裏型枠につなぐ事で相殺す
る為、施工時に変位する恐れが無くなります。

■
■
■
■

練積用のハーフプレキャストブロック構造ですの
で、従来のコンクリート擁壁と同様、土圧の大き
さに応じて、断面厚を選定しながら安定条件を
確保する事が可能です。

■
■
■
■
■

専用裏型枠のＫＣパネル〔耐腐食性樹脂型枠（材
質：ポリプロピレン系複合材）〕は、脱型をせず
にそのまま埋めて使用しても、環境に与える影響
はありません。また、KCパネルはリサイクル材を
用いた製品で環境に配慮しています。

■
■
■
■
■

歩掛りについては、石積・コンクリート擁壁の様
に石工・型枠工を必要とせず、特殊作業員（ブロッ
ク工）と普通作業員で充分なので従来工法・類
似大型ブロックと比較しても、極めて省力的で現
在の建設業界に即した工法と言えます。

■
■
■
■

水抜き孔は約１㎡に１個を設けており、ブロック
１段毎に排水が可能です。
又、吸出防止材は一般に市販されている不織布
が適当です。

特長・ポイント

製品写真

大型ブロック積擁壁 専用裏型枠付き

うらかたくん［HPB］

KN0001-額縁

22



河
川・環
境

道
　
路

水
　
路

防
火
水
槽

上
下
水
道

張
　
出

地
中
線

太
陽
光
関
連

防
災・減
災・復
旧

工
法・そ
の
他

擁
　
壁

製品寸法図
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■C型 ■D型

（単位：mm）

設計と施工
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製品寸法図

施工写真

（単位：mm）
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参考歩掛

標準施工断面図

施工断面は背面の地山または盛土の土質・地形条件から安定計算により下図のように決定します。尚、
基礎形状は支持地盤の条件によっては安定計算を行い、変更することもあります。

（単位：mm）
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1 2 3 4

施工手順

KCパネルについて

セパレーターの取付け KCパネルの取付け KCパネル固定 
ナットの取付け

据付

KCパネルは、特殊樹脂を原料に作られた耐腐食性埋
め捨て用裏型枠です。このKCパネルは、従来擁壁工
事等で使用される裏型枠とは少し使用方法が違い、セ
パレーターでブロックと連結し、コンクリート部材の
一部として使用するものです。また、KCパネルには
複数の開口部を設け、胴込め・裏込めコンクリートと
裏込め材料との付着を考慮した形状となっております。

KCパネルは、埋め捨て用裏型枠なので施工後土中に
埋設されますが、原料に環境ホルモン含有物質を一切
使用しておりませんので、安心して御使用いただけます。

KCパネルは、現場で簡単に取付け施工が可能であり、
コンクリート打設後撤去する必要もありませんので、
施工工程を大幅に短縮できます。

このようなことから「うらかたくん」は通常の施工現
場は勿論、緊急施工を必要とする災害復旧の現場でも
お役に立てる大型ブロックです。
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5 6 7 8

施工要領フローチャート

KCパネルの固定 裏込材料の投入 胴込・裏込コンク
リートの打設

完成
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